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辻内順平先生は 2024 年 12 月 29 日ご逝去されました。昭和 2 年（1927 年）8 月のお生まれで満 97

歳でした。卒業研究から社会人になった後もずっとご指導をいただいていて，いつまでもお元気でい

て欲しかったという思いで一杯でした。私の人生にとってあまりに大きな存在で，数多くの想い出が

あります。立派な研究業績や組織の長としてのご活躍の報告は何人もの方がされると思いますので，

私が接した辻内先生の姿についてご報告いたします。ぜひ書きたい事柄があまりに多く，多少長い文

章になりますがご容赦ください。また，一般社団法人日本オプトメカトロニクス協会でのご活動につ

いてもご報告させていただきます。 
辻内順平という人物を意識するようになったのは，中学生時代です。写真が趣味だった父親が購入し

た月刊誌「写真工業」と「アサヒカメラ」を読んでいました。1965 年の 5 月の写真工業誌の巻頭言 1)            

(図 1)で，辻内順平という人物の顔写真に出会いました。同じころアサヒカメラのニューフェース診断室

でお名前は知っていたのですが，1965 年当時ほとんど実現手段が無かった画像情報処理，ピンボケと

カメラブレの補正(図 2)に興味を持ち，辻内順平

という人物から強い印象を受けました。この号は

今でも大切に持っています。2 年後，1967 年 5
月の写真工業誌の巻頭言2)は，ホログラフィの話

題でした。この年に竹橋の科学技術館でレーザー

再生のホログラムの3D画像を見たこともあり，

ますます強い印象を持ちました。 
 1969年に東京工業大学に入学し，先生が大学

教授としておられることに気付きました。機械

物理光学科に所属して先生の最初の講義は，

はっきり覚えています。黒いフィルムが張り付

けられた紙とペンライトが回覧されました。フィ

ルムを照らすと，骨格模型の様な3D画像がフィ

ルムの奥に現れました。最初の講義の冒頭に，

受講者の心を掴む教材を見せることは，勉学意

欲を湧かせるのに効果的です。私自身が後日い

ろいろな大学で講義を担当する際にも，この講

義の始め方を思い出しながら，生徒が興味を持

つ様にしました。学生実験で本田捷夫先生（現：

千葉大学名誉教授）の指導でホログラム撮影を

体験，学科内での希望調整を経て卒業研究が辻内

研究室でできることになりました。 
研究室では先生のスマートさが印象的でした。

 

図 1 1965 年の写真工業誌「巻頭言」 
（許可の下に転載） 
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フランスで研究をして帰国された先生の下に研究室チーム

が構成されている雰囲気がありました。卒業研究中には，

研究ではなく雑談で教授室に度々お邪魔しました。今考え

るとかなり研究のお邪魔をしたのではないかと思います。

何をそんなに長い間お話ししたのか思い出せないのですが，

フランスで休日に旅行をした際の話でも，全体像を把握し，

はっきりした方向性と展望を持って行動する方ということ

が分かりました。ミシュランのガイドブックの形と寸法が，

ポケットに入れて持ち運び取り出すのに好都合という合理

性の話や，観光場所の入り口がはっきりとガイドされてい

るので，無駄に周囲を回る無駄が生じないという話など，

研究に取り組む姿勢に通じるものがある様に思えました。 
ステレオ写真と3D画像についての先生とのやり取りも，

その後ずっと続くことになります。私が研究室に所属した

時点で，ステレオ写真，特に RDS（ランダムドット・ステ

レオグラム）を裸眼で立体視することが少しブームになっ

ていました。2，3 人の研究室メンバーが 2 枚のランダムドット画像を前に頭をひねっていると，先生

は後から覗き込み「右上に魚が泳いでいる」とすぐに言い当てられました。私は RDS の立体視が比較

的得意で，先生とは話が弾みました。私が卒業後研究室に所属，博士号を取得後に千葉大学で助手，

助教授となられた岡田勝行さんは，更に卓越した裸眼立体視の能力の方で，左右に広い間隔で配置し

た平行法配置のステレオ写真から，大寸法の交差法配置まで楽々と裸眼立体視をこなしました。特に

一枚絵とも呼ばれる SIRDS（シングルイメージ・ランダムドットステレオグラム）の立体視を好む人

とは，気脈が通じる仲間意識の様なものが生じる感じでした。辻内先生は東京工業大学を定年退官後，

1988 年 4 月から 1993 年 3 月まで千葉大学教授に就任されました。私は土曜日に講義を担当する非常

勤講師として，同僚とて 5 年間を過ごすことができました。先生は土曜日も大学で教授室におられる

ことが多く，お話しする機会が度々あり，同僚の様に扱われました。千葉大学の講義ではある配布資料

を作成しました。かなり平行法の裸眼観賞に慣れていないと観賞が難しい，左右に 60mm 近くの間隔

で配置したステレオ写真対と，多少短い繰り返し間隔の SIRDS を上下に並べた配布教材を作成しま

した。ステレオ写真を立体視できた状態で上に配置した SIRDS を見ると，高次の立体像が見えてバラ

の花の 3D 像が 4 本見えるのが狙いでした。先生にこの教材をお見せすると，SIRDS については「左右の

配置の間隔が短すぎてバラの花が何本にも見え 1 本にするのは難しい」というコメントをいただきま

した。そして「機械試験所に入所して双眼鏡の検査を担当したことから，左右の目で見る方向を平行に

することが身についている」と付け加えられました。私も視線方向が平行になるのは同じなので，ま

すます親近感を持ちました。先生が 80 歳ごろと思いますが「白内障の治療で眼内レンズにしたとこ

ろ，良く見えるようになったけれども裸眼立体視が出来なくなって残念」と話されていました。裸眼

立体視をすることはずっと日常だったのだと思われます。岡田氏は 1996 年若くして亡くなられまし

た。気持ちが通じる仲間を失い，残念です。 
話が研究室所属の時代に戻りますが，1974 年の 8 月，先生から声をかけられて三次元画像技術展示

会を見学することになりました。光学工業技術研究組合，現在の日本オプトメカトロニクス協会の   

前身に主催で，この後先生とこの技術分野の方々，そして日本オプトメカトロニクス協会とのお付き

合いがずっと続くことになります。会場の大手町サンケイ国際ホールには当時の最先端の 3D 画像機

器が展示されていて，どの展示者からも丁寧に説明をしていただきました。人物のレンチキュラー・

ステレオ写真を撮影するスタジオでは，回転ステージの上の椅子に座った先生は手に持った文書を丸

めて突き出し，3D 画像として立体感を強めるポーズをとられました。3D 画像として撮影されること

にも慣れている方を目の前にして感心するばかりでした。この後キヤノン株式会社に入社後には本社

 
図 2 光学的情報処理によるピンボケ像 
    の修正 1959 年フランスでの実験 
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部門でホログラフィ関連のテーマを担当した関係で，展示を担当された多くの方と一緒になる機会が

多くなりました。また配属早々から東京工業大学の長津田地区（現在の呼びはすずかけ台キャンパス）

での辻内研究室の輪講界にも出席することとなりました。私はその後社内で辻内先生に一番近い間柄と

思われ，依頼を受けて教授室やご自宅にたびたび電話連絡をしました。1993 年に肝炎の治療で入院され

たとき，1997 年に奥様が亡くなられたときにも会社を代表して通夜と告別式に出席する様業務命令を

受けました。肝炎の治療の際は，新たに始まったインターフェロン治療が体質に合い，どんどん良く

なっていると大変明るく話されていて，その後完治されました。辻内先生との関係から社内でこのよ

うに扱われてきたのは，大変幸運だったと思います。 
ホログラフィック・ディスプレイについては，技術面の研究に加え，ホログラフィ・アートの支援

も強力に進められました。ホログラフィック・ディスプレイ研究会に出席されてコメントしていただ

き，また研究室にアート関係者を積極的に受け入れることで，ホログラフィック・ディスプレイの多

面的な発展に貢献されました。この背景としてカメラが好きで最新機材を入手して使いこなす上に，

丁寧に写真を撮影し写真と向かい合うことがあったのではと思います。研究を指導されるトップの教

授が美しい画像を見る目があり，評価していることが研究成果に現れている状況は現在の多くの研究

室で見ることができます。 
講義の話題に戻りますが，光を用いる空間周波数フィルタリングを教室で教える際の先生の名人芸

についても書き留めておきます。円形絞りによるボケ像では，ある空間周波数で伝達関数（MTF）が

ゼロになり，それよりも高い空間周波数，細かい周期の画像では符号が反転します。先生は講義室の

スクリーンの上にこれを表示してデモを行われました。OHP（オーバーヘッドプロジェクター）でジー

メンススターを映写し，映写レンズのピンリングを動かしてピンボケ像を表示する手際は見事でした。

数式やグラフだけではなく，実際に目に見える画像として空間周波数の特性を受講者に理解してもら

おうというはっきりした方針でした。日本オプトメカトロニクス協会の「光応用技術研修会」では，

1964 年度から 2013 年度までずっと講義を担当され，最後の特別講義では，ジーメンススターを用い

る恒例の手技を聴講させていただきました。プロジェクターの使用でしたがピンボケ像の表示は見事

で，心の中で喝采しました。私はこれが楽しみでこれまでたびたびご講演を聴講してきましたが，10
回以上も実演に立ち会いうことができました。これが最後の機会でした。 
ここまでの話題と異なる国際標準の活動について報告いたします。先生は通産省（通商産業省）機

械試験所から社会人のスタートを切られましたので，学会の組織的活動に加え，JIS や ISO の標準化

でも多くの役割をされてこられました 1988 年のある日，上司から「辻内先生が ISO に対応する活動

で助けが必要ということで，話をお聞きし作業するように」と命じられました。早速連絡し「至急の

作業が必要で，スケジュールの関係から自宅でまず打合せをしたい」とのことでした。休日だったと

記憶しています。当時私は鷺沼の先生のお宅の近くに住んでいて，歩いて 20 分程度でした。用件とい

うのは，これから設立される ISO/TC172/SC9 という，レーザーと関連機器の標準化の国内対策委員

会を立ち上げる必要があるということでした。そして大変異例ながら，まず私個人が費用を立て替え

て国内審議機関となることになりました。戸惑いながらも一生懸命，銀行口座の開設，国内委員の依

頼と会議室手配，会議室代金や委員長としての先生への会議出席手当支払いを行いました。この背景

には，通産省内の機械系と電気系の分担調整が必要なことが大きかったと思います。これまでの光学

関係，ISO/TC172の国内員会は機械系の行政分担で，個々の光学機器の工業会が国内審議団体でした。

またガスレーザーは機械，半導体レーザーは電気に通産省内での分担でした。国内の関連のメーカー

にとっては，自社のビジネスにとって不都合な国際標準が決められてしまうのは不都合でした。何と

か日本としての対応を開始し，様子がはっきりしてから定常組織作りということだったと思います。

国内対策委員会の経費は個人的に立て替えました。委員長である先生の海外出張費用は財団法人日本

規格協会（当時）に申請書類を提出することで，1990 年サンフランシスコで開催された第 1 回国際会

議に日本からのメンバー参加を実現しました。辻内先生は，通産省内などの関係者との調整作業を進

められました。ある日には応用物理学会年次大会の開催中に行われていた理事会（？）に飛び入りで
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説明をするのに同行しましたが，状況は分からないもの貴重な体験でした。最終的には電気系の国際

標準化委員会を多数担当している，財団法人光産業振興技術協会内（当時）に SC9 対応の委員会を設

立することになりました。立て替えた費用もすべて支払っていただき，私の責任は果たすことができ

ました。組織間の調整を進められるのに私は付いていくばかりでした。先生はいつも日本の産業界全

体のために行動する姿勢が明確で，協力のお願いをすると皆さん一生懸命に行動していただけるのを

見て，先生の偉大さを改めて認識しました。標準化活動については JIS Z 8120 光学用語の委員会な

ど，いくつか話題はあるのですが，ここまでと致します。ここまででは，辻内順平先生にご指導いた

だいた数多くのごく一部分しかご報告できていない事を痛感しました。改めて長い間のご指導に感謝し，

機会があれば書き漏らした事柄についてご報告できればと思います。 

 
最後に，本来であれば辻内先生のご業績の全容を語っていただけたはずの，大山永昭 東京科学大学

特命教授の訃報についてご報告いたします。大山特命教授は 2024年 12月 14日にご逝去されました。

その研究業績と共に，辻内先生が海外の表彰式に出席される際のお手伝いは素晴らしく，また献身的

でした。辻内先生に感謝を申し上げる最大の仲間が先に亡くなられてしまい大変残念です。 
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辻内順平先生の一般社団法人日本オプトメカトロニクス協会へのご貢献 

 
 辻内順平先生には当協会の活動に対して数々貢献をいただき，厚く御礼申し上げます。なかでも光

応用技術研修会におきましては 1964 年度から 2011 年度まで 38 回にわたり「光学系の特性」をご講

義いただき，2012 年度と 2013 年度には特別講演「フーリエ光学の展開」をご講演いただきました。 
1.【参与】 昭和 62 年度（1987 年度）～平成 23 年度（2011 年度） 
2.【顧問】 平成 24 年度（2012 年度）～令和 3 年度（2021 年度） 
3.【監事】 平成 10 年度（1998 年度）～平成 19 年度（2007 年度） 
4.【光応用技術研修会】第 2 回 昭和 39 年度（1964 年度）～第 49 回 平成 23 年度（2011 年度）科

目：「光学系の特性」をご担当 第 50 回 平成 24 年度（2012 年度）第 51 回 平成 25 年度（2013
年度）科目：特別講演「フーリエ光学の展開」をご担当 

5.【調査研究事業】平成 2 年度（1990 年度）「NIES 諸国におけるオプトメカトロニクス産業の問題点

調査研究」委員長 平成 3 年度（1991 年度）「アンコンベンショナル・オプティクスについての調

査研究」委員長 平成 4 年度（1992 年度）「最先端オプティクス技術の開発に関する調査研究」委

員長 平成 7 年度（1995 年度）「フォトンテクノロジー（レーザープロセス技術）に関する調査研

究」委員長 平成 8 年度（1996 年度）「フォトンテクノロジー（レーザープロセス技術）に関する

調査研究」委員長 
6.【JOEM シンポジウム】「JOEM シンポジウム‘91」「NIES 諸国におけるオプトメカトロニクス産

業」委員長 「JOEM シンポジウム‘92」「アンコンベンショナル・オプティクス」委員長 「JOEM
シンポジウム‘93」「最先端オプティクス技術の開発に関する調査研究」委員長 

7.【総会記念講演会】昭和 63 年度（1988 年度）「光学情報処理における二，三の話題」 
8.【技術講座】平成 10 年度（1998 年度）「立体映像表示技術の現状とその応用」科目：「立体映像表

示の変遷 
9.【JIS Z 8120（光学用語）の改正】平成 11 年度（1999 年度）に財団法人日本規格協会から，「JIS 

Z 8120（光学用語）の改正」に関する業務を受注し，改正委員会のもとに見直し作業を実施し，そ

の改正原案を提出した。「JIS Z 8120（光学用語）」の改正委員長 2001 年発行 

10.【光技術コンタクト誌】 1992年9月号「千葉大学における光学教育」 1996年8月号「ISO/TC172/SC9
（エレクトロオプティカルシステム）の状況」 1996 年 10 月号「レーザープロセスの調査」 1997
年 9 月号「海外技術支援会社 (株)コメッツの設立」 1998 年 12 月号【焦点】「 海外技術支援会社

「コメッツ」の設立とその後の活動報告」 2000 年 3 月号「光学系シミュレーションソフト

DIFFRACTTM とその応用」※Arizona 大学 M. Mansuripur 氏と共著 2012 年 4 月号【創刊 50
周年記念として】「日本オプトメカトロニクス協会発足の頃の回想」 2014 年 10 月号【焦点】「Toraja
（トラジャ）に旅行して」 2018 年 12 月号【海外事情】「久しぶりの光学研究所」 
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